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No.

198
一
般
質
問

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
そ
の
後
に
つ
い
て

荒井　武　議員

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配

布
に
つ
い
て
は
、
先
の
質
問

時
に
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
注

視
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
を
伺
う
。

医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
本
県
の

状
況
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
等
を
対
象
に
、
石
岡
市
で
は

緊
急
メ
モ
と
救
急
カ
ー
ド
の
発

行
、
高
萩
市
で
は
封
筒
に
入
れ
た

救
急
医
療
情
報
便
を
対
象
者
に
配

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
守
谷
市
で

は
、
本
年
８
月
か
ら
65
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
や
障
害
者
、
さ
ら
に

65
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
、
ひ
と
り

暮
ら
し
で
健
康
に
不
安
の
あ
る
市

民
を
対
象
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
配
付
を
始
め
た
。

　

本
市
で
は
現
在
、
災
害
時
要
援

護
者
支
援
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
登
録
の
際
に
は
、
緊
急

連
絡
先
、
身
体
の
状
況
、
通
院
の

状
況
な
ど
の
情
報
も
登
録
し
て
い

る
が
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
一

質
問

保
健
福

祉
部
長

環
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度
を
補
完
す
る
機
能
と

し
て
役
立
つ
制
度
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か

か
り
つ
け
医
や
服
用
薬
な
ど
が
変

わ
っ
た
場
合
の
情
報
更
新
、
キ
ッ

ト
を
き
ち
ん
と
保
管
し
て
も
ら
え

る
か
、
さ
ら
に
は
、
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
を
所
有
し
て
い
る
情
報

を
地
域
の
中
で
ど
う
共
有
で
き

る
か
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
消
防
本
部
、
地
区
長
、
民
生

委
員
、
児
童
委
員
な
ど
と
も
十
分

に
協
議
し
な
が
ら
、
検
討
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
土
浦
市
地
域
防
災
計
画

・
熱
中
症
対
策

・
防
災
行
政
無
線
の
利
活
用

大
震
災
に
お
け
る「
液
状
化
」

発
生
地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
減
災
対
策

柏村忠志　議員

防
災
計
画
の
見
直
し
を
契
機

に
、
液
状
化
の
発
生
を
予
測

す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
土
浦
市

地
域
防
災
計
画
は
、
実
践
的
な
液

状
化
対
策
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

液
状
化
の
減
災
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

本
市
で
は
、
平
成
８
年
の
地

域
防
災
計
画
見
直
し
の
検
討

資
料
と
し
て
、
簡
易
の
液
状
化
予

測
図
を
作
成
し
て
い
る
が
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
民

配
布
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。今
後
、

県
が
収
集
分
析
し
て
い
る
県
内
の

液
状
化
デ
ー
タ
の
活
用
や
、
国
土

地
理
院
及
び
地
質
調
査
総
合
セ
ン

タ
ー
の
微
地
形
図
や
国
・
県
・
民

間
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
、
現
存

す
る
古
文
書
な
ど
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
液
状
化
発
生
地
域
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

液
状
化
現
象
に
対
す
る
減
災
対

策
に
つ
い
て
は
、国
や
関
係
機
関
、

県
、
他
の
先
進
自
治
体
の
動
向
や

情
報
を
見
据
え
な
が
ら
、
精
度
を

高
め
た
液
状
化
発
生
地
域
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
含
め
、

今
後
、
液
状
化
の
恐
れ
の
判
定
法

や
液
状
化
対
策
の
法
制
度
、
広
報

な
ど
の
情
報
の
周
知
な
ど
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
防
災
自
治
の
強
化
に
向
け
て

・
霞
ヶ
浦
湖
岸
に
、観
光
・〝
遊
び
〞

空
間
を
創
る

質
問

総
務
部
長

自
重
に
よ
り
起
き
る
液
状
化

後
の
変
形
（
基
礎
の
不
同
沈

下
や
流
動
な
ど
）
に
つ
い
て白戸優子　議員

液
状
化
被
害
は
、
地
震
に
よ

る
地
盤
の
変
形
よ
り
建
物
や

地
盤
の
自
重
に
よ
る
変
形
が
は
る

か
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
液
状
化
被
害
に
対
す
る
対
処
に

つ
い
て
伺
う
。

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

東
北
や
関
東
地
方
で
イ
ン
フ

ラ
や
建
物
の
被
害
が
発
生
し
、
住

民
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の

自
治
体
か
ら
国
へ
要
望
書
の
提
出

が
な
さ
れ
、
本
市
で
も
、
液
状
化

対
策
を
含
め
た
震
災
被
害
に
関
す

る
支
援
拡
大
に
つ
い
て
、
県
市
長

会
を
通
し
て
、
国
や
県
に
要
望
を

行
っ
て
き
た
。
国
で
は
、
こ
れ
ら

の
要
望
を
受
け
て
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
液
状

化
被
害
の
状
況
を
基
に
基
準
引
き

下
げ
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

土
浦
市
独
自
の
制
度
で
は
、
被

災
住
宅
の
修
繕
工
事
費
助
成
や
、

住
宅
等
被
害
復
旧
資
金
の
利
子
補

質
問

都
市
整

備
部
長

給
な
ど
が
あ
る
他
、
住
宅
金
融
支

援
機
構
の
災
害
復
興
住
宅
融
資
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

液
状
化
被
害
に
対
し
て
、
多
く

の
自
治
体
か
ら
国
へ
の
支
援
要
望

が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
の
補
正

予
算
に
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
機

会
を
捉
え
て
被
災
市
区
町
村
と
協

力
し
て
国
・
県
へ
の
要
望
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
液
状
化

の
被
害
を
受
け
た
住
宅
等

・
東
日
本
大
震
災
後
の
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
補
修
・
更
新

放
射
線
量
測
定
機
器
の
市
民
へ

の
貸
し
出
し
及
び
放
射
線
対
策

の
家
庭
用
手
引
書
の
作
成
を久松　猛　議員

放
射
線
量
測
定
器
の
市
民
へ

の
貸
し
出
し
と
、
放
射
線
対

策
の
分
か
り
や
す
い
家
庭
用
手
引

書
の
作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

放
射
線
測
定
器
の
保
有
台
数

は
11
台
で
、
各
中
学
校
に
１

台
ず
つ
８
台
、
こ
ど
も
福
祉
課
に

２
台
、
環
境
保
全
課
に
１
台
配
備

し
て
い
る
。
測
定
の
状
況
に
つ
い

質
問

市
民
生

活
部
長


